
  

 

第１３８６回 例会 ２０１９年（令和元年）１２月１６日 

（疾病予防と治療月間） 

前回（１２月９日）例会記録  

◇プログレス 藤井 弘明 副ＳＡＡ  

１．来客紹介 岡野 秀章 親睦委員        

 ゲスト：１名 地区外：１名 地区内：５名 合計：７名 

 ゲスト：カオハガン島 崎山 順子 様 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。 

ビジターの皆さま、本日もようこそいらっしゃいました。ごゆっくりお過ごし下さいませ。 

また、ゲストスピーカーの崎山 順子（さきやま じゅんこ）様本日は無理なお願いを聞いて頂き

ありがとうございます。「カオハガンキルトとボランティアについて」お話頂くとのこと、大変興味

深く期待しております。 

新しく入会された会員の皆さんは如何でしょうか？船場ロータリークラブは皆本当にオープンな

メンバーばかりです。ビジネスパーソンとしてのをきちんとしていれば、年齢や業種業歴、規模

などで壁を作ることはありません。また、入会された皆さんも本当に魅力的で、現会員たちも 

是非コミュニケーションを取りたいと思っております。最初はなかなか遠慮が先に立つと思いますが、そこは営業みたいな 

ものと思って是非たくさんの方とお話してみてください。 

さて先週は大変悲しいニュースがありました。医師の中村哲（なかむらてつ）さんが、先週４日アフガニスタンの東部ジャラ

ラバードにおいて、車で移動中に何者かに銃撃を受け、亡くなりました。中村医師と共に車に乗っていた警備員や運転手 

５名も死亡しています。アフガニスタンでまだ力を持つタリバンの仕業ではないかと言われていますが、当のタリバンは否定

本日のプログラム                       （本日のプログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 例会・年次総会 ３１階「カトレア」１７：００～１７：４５ 

○ 年末会員家族懇親会 ３２階「スカイテラス」１７：５０～２０：４０ 



 

しているとのことです。この中村医師、１９８０年代からパキスタンやアフガニスタンでハンセン病を中心とした医療活動に 

従事してこられました。２０１０年代に入ってからは、「水があれば多くの病気と帰還難民問題を解決できる」という信念を 

もって、日本の用水路技術を利用して砂漠まで総延長25kmを超える用水路を完成させ、およそ3000ヘクタールの土地を 

うるおすことで約10 万人の農民が暮らしていける基盤を作りました。この際の動画が今回のニュースでたくさん流れていたと

思います。「１００の診療所より１本の用水路を」「白い服を着て上品に歩き回ろうとは思わない、やっぱり汗にまみれて働く 

ことがきれいだと思う」「飢えや乾きが紛争の根源になる」という信念を持ち、そういった根源を絶つこと、家族のために兵士に 

なった者たちを、用水路の建設や農業に就かせ、根本から平和を実現しようと自ら前線で活動した、本当に素晴らしい方 

です。報道を聞いていると、どうも今回は強盗や無差別テロといった襲撃ではないようです。このニュースは象徴的で、 

ひょっとしたら世界には、皆が公平に飢えず乾かず、争わず、幸せになると困る人たちがいるように思えてなりません。 

話は変わりますが今週末は地区大会、そして週明けにはクリスマス会とイベントが続きます。 

以前もお話しましたが、地区大会では土曜日の国際会議場にて澤田さんの活動が会場入り口広場「ホワイエ」で展示、 

紹介されます。また他にもたくさん興味深い活動が紹介されていると思います。 

是非ご覧の上、ご支援や今後の活動のご参考にして頂ければと思います。 

それでは、本日の会長の時間を終わります。 

 

３．ニコニコ報告  吉本 力 親睦委員 

澤田 会員・・・・本日卓話はカオハガンキルトについて崎山順子さんにしていただきます。 

我々がカオハガン島で活動している所です。皆様宜しくお願い致します。 

塩尻 会員・・・・皆様インフルエンザなど十分お気をつけ下さい 

松永 会員・・・・今日は国際楽器社で合唱団の最後の練習となります。来週クリスマス会当日は３２階スカイテラスにおいて 

          １６時から最終練習となりますのでご参加ください。 

山川、原山、井澤、栗原、新川、小島、吉本、小山、俣野、甚田、清水、沖、北野、片岡、宮原、伊藤、大嶋、中嶋、 

中村、岡野、林、岡本(真)、 

  各会員・・・・石川遼 史上最速で生涯獲得賞金１０億円を突破 

 

４．出席報告 藤井 弘明 副ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ３１名 出席率 ８９％ 

第１３８３回（１１月１８日） 修正出席率 ９４％ 

 

５．卓  話  「カオハガンキルトとボランティアについて」  

   カオハガン島 崎山 順子 様 （キルト関係では吉川） 【澤田会員ご紹介】 

 

カオハガン島はフィリピンのセブ島とボホール島との間に位置する細長く伸びた島です。 

カオハガンキルトは欧米や日本で1年がかりで作られるキルトとは違い、面倒な型紙作りを 

はぶき、ただ布をカットして縫い合わせるだけの独特な

作り方のキルトです。 

今までアメリカでの三ヶ月にわたる展示、スペイン、フラ

ンス、ニュージーランド、韓国、台湾での販売をしてきま

した。そこでは「自由で愛が溢れるキルト」として世界のキルターたちに愛用されて

います。カオハガン島でのキルトを通しての活動は 1996年からなのでJDMとほぼ

同じ年数、約24年ボランティア活動をしてきています。 

 

 

 

☆次回１２月２３日（月）例会予定 

・イニシエーションスピーチ：洪 会員・中嶋会員 


